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序
ロ レンス(Lawrence,DavidHerbert)は1885年に生 まれ,1930年
に亡 くなったが,彼 が 生 きた時代 は芸術 ・文化 ・学 問 におけ るモ ダニズ
ムの時代 と重 な ってい る。モ ダニ ズムの時代 は19世 紀末か ら第 一次 大戦
を は さんで1930年頃 まで を指 す と言 わ れて い る。 モ ダニズ ムの 思潮 の
先 達 は,ダ ー ウ ィ ン(Darwin,CharlesRobert)(1),フロ イ ト(Freud,
Sigmund)(2),ニー チェ(Nietzsche,FriedrichWilhelm)(3》,フレイザー
(Frazer,SirJamesGeorge)(4),マル クス(Marx,KarlHeinrich)(5)等で
あ る。 彼 らは19世紀 的 な価 値 観や 既成 の概 念 に一 大変 革 を もた ら した。
モ ダニ ズ ム運 動 は,絵 画 や彫 刻,詩 や 小説 に及 ん で い る。表 現主 義(6),
キュー ビズム(7》,シュール レア リズム(8},ダイズム(9),フォー ビズム(10),
ポス ト印象派(11),未来派(12)等が あ る。
英 文学で は,モ ダニズム運動 は1920年代 前後 に ピー クを迎 える。 この
時代 には,大 英帝 国の衰退,第 一次大 戦 とその後 の社 会的混乱,産 業化 ・
都 市化 の増 大,労 働 運動 の激 化,女 性 の社会 進 出 と参 政権 運動 の拡 大,
ロシ ア革命,フ ァシズ ムの台頭,キ リス ト教へ の懐 疑等 が あった。 以上






作 品 にお ける主要 な特徴 として,既 成 の価 値 観へ の懐 疑,人 間 の 内面 ・
無意 識 の探 求,作 品の結 末 がオ ー プンエ ンデ ィン グにな ってい るこ と等




挙 げ られ る。
ロ レンスはその 作品 にお いて既 成 の価 値観 に反 抗 したが,主 な特 徴 と
して,① キ リス ト教へ の反発,② 従来 の男 女観へ の反発,③ イ ギ リス階
級 組織への反発 が挙 げ られ る。
D.H.ロレンスの フェ ミニズ ムにつ いて論 じるに当 り,先 ず,イ ギ リス
の当時の女性 の地 位(18世 紀 末か ら20世紀初頭 まで)に つ いて述 べて み
よう。最初 にイ ギ リスで1928年に成立 した完全女性 参政権 の獲得 以前 の
女 性の状態 につ いて概略 を述べ たい。 イ ギ リスの女性 問題 は19世紀 に大
き く始 まったか らで あ る。
世界 に先駆 けて 市民革 命 と産 業 革命 とい う二 大革 命 を経験 した イギ リ
スで は,フ ェ ミニ ズ ムの理論化 が い ち早 く試 み られた。 「フェ ミニズ ム」
とい う言葉 が使 わ れ始 め たの は19世 紀末 の こ とで あ る(18)。イ ギ リス に
お ける フェ ミニ ズムの歴 史 は英国 の著述 家で あ り女権 拡張 論者 であ るメ
ア リ・ウルス トンクラフ ト・ゴ ドウィン(Godwin,MaryWollstonecraft)(19)
とともに始 まる と言われ てい る。彼 女 は,1789年の フランス革命 の思想
的影響 を受 けて,1792年に 『女性 の権 利 の擁 護 』(AVindicationofthe
Rights(fWoman)を出版 した。 ウルス トンクラフ トは,女 性が男性 を喜ば
せ る存在 として位置づ けられてい ることに反発 し(河村貞枝/今井けい9)(20),
① 男女平等,そ のた めの男女共 学 の国民機 関の設立,② 女性 の置 か れた
状 態の改善 を求 め る主張 を急進 的 な政 治言説 と有機 的 に結 びつ け,③ 女
性 としての実 名 を明か した うえで,「男性 的」 とも言 われ るほ どの勇猛 な
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姿勢で理論を展開 した。 しか し,彼女の主張は非難されて,彼 女 は,文
人ホラス ・ウォルポール(Walpole,Horace)(21)から 「哲学 を語 る蛇」
というさげすみの言葉を与 えられた。政治的保守派の人々は,身 分の差
と同じように男女の差 も生 まれなが らに人間に備わった本質的な区別で
あるとして批判 し,彼女を支持する女性たちは 「女 らしさを失った女性
たち」の代表格 として悪意をこめて批判 された(河村/今井12-14)。
19世紀に入ると,ジ ョン ・スチュアー ト・ミル(Mil1,JohnStuart)(22)
と,ハリエッ ト・テイラー(Taylor,Harriet)(23)が女性解放理論を唱えた。
女性解放論は,男 女平等理論に基づ くのか男女差異論か ら出発するのか
という論争に基づいているが,イ ギ リスの フェミニズムは,平 等論 とし
て始 まった(河村/今井18)。テイラーの死後に,ミ ルは1869年に彼女の
論点を受け継いで 『女性の隷従』(SubjectionofWomen)を出版 した。
この本で,ミ ルは男女平等論の基本的理論を展開 し,テ イラーは女性参
政権 とい う政治的 ・制度改革 を通 して早急に男女平等を実現 しようと提
案 した。当時のイギ リスでは女性を働かせない ことが社会的地位のシン
ボルとみなされていた。 しか し,女性たちは結婚す ると子供 に対する親
権 を失い,財 産権 もなかった。離婚の 自由もな く夫の支配下に置かれて
いた。19世紀後半になって,ア メリカでの女性参政権運動に刺激されて,
テイラーは1851年に 「女性参政権」(`Enfranchisement')という論文 を
発表 した。彼女の夫になった ミルは下院議員 となってイギ リス史上初め
て女性参政権の請願 を下院に提出 した。『女性の隷従』の冒頭で,ミ ルは
「両性間の現在の社会関係を規制 している原理一 女性が男性に法律上従
属するということ一 は,そ れ自体不正であるばか りでな く,今や人類の
進歩の主要な障害の一つ となっている,し たがって,そ れを完全な平等









婚によって夫婦は一人格になる」 とい うイギリスの婚姻法 は,妻 の もの
は夫の ものとい う意味であって,夫 のものは妻のもの という意味ではな
い。法律が妻に対する夫の権力を保証 していることから,妻 に対す る夫
の虐待が発生す る。 このような夫婦の支配服従関係は,夫 と妻の双方の
性格を歪めてしまうものであった(河村/今井27-28)。そして女性は男性
によって扶養 され なければ生きられないように育て られ,結 婚すれば夫
に従属 して独身時代の権利 を失 い,結 婚をしないで独身でいれば,世 間
か ら変わった女 という目で偏見 を持って見 られたのであった。川本静子
著の 『ガヴァネスー ヴィク トリア朝の余った女たち』(24)には,「ヴィク
トリア朝の家父長制社会において,未 婚の女が占める社会的立場は存在
しない。夫を持 たないかぎ り,女に存在理由は認め られなかったのであ
る。 となれば,若 い娘に とっての夫探 しが,単 なる色恋の問題でないこ
とは自明であろ う」(川本静子ll2-13)と述べ られている。
『女性の隷従』が出版 された当初,イ ギ リスの論調は敵意 と軽蔑 を持っ
て これを迎えた。法体系はいかなる部分においても性 と年齢の差異を無
視することはできない として反論された(河村/今井3D。
イギリスでは女性の社会進出及び参政権運動は,ガ ヴァネス とい う職
業,日本語で言 う 「住み込み女性家庭教師」の台頭 と大きく関わっている。
ヴィクトリア朝のイギ リスでは,以 上に見 られたように女性を 「家庭の
天使」(25)として,家 の中で夫 と子供に奉仕す ることを女性の美徳 と考え
た。19世紀のイギリスでは,中 流家庭の女性いわゆるレディと言われる
女性は良妻賢母 として生 きるのが社会的に正 しいとされていた。金儲け
のために女性が働 くのは下品なことである,と考えられていたのである。
結婚前は父親 に庇護 され,結 婚 してか らは夫に守 られる,つ ま り男性に
束縛 された存在であったのである。18世紀 に始 まった産業革命の結果,
産業化の進展 によって職場 と家庭が分離され,家 庭を活動領域 とする中
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産階級の女性たちは社会の経済活動 とは関わ りのない存在であった。
しか し,イギ リスでは1849年頃か ら大量の結婚できない女性が増加 し
た。理由 としては ① 男女の死亡率の相違,② 海外移住に関する両性間の
相違,③ 中 ・上流 階級男性 の晩婚化の傾 向が主 な理由 として挙 げられ
る(26)。このような訳で結婚できない中流以上の女性は,生 計を得るため
に働かな くてはならな くなったが,レ ディとしての体面を保ち,社 会か
らさげすまれないで給料を得 られる仕事 は住み込み家庭教師であるガ
ヴァネス以外にはなかった。 しか しかつてないほ ど大量の未婚女性がガ
ヴァネスの職 を求めた結果,需 要 と供給のアンバ ランスが生 じて労働条
件の悪化が起 こった。
18世紀 には,上 流の娘たちは母親,家 庭教師,寄 宿学校のいずれかに
おいて,あ るいはそれらを組み合わせて教育 された。ガヴァネスは 「家庭
的な」環境で女子教育を担 う母親の代理を意味 していた(川本静子52)。
1840年代か ら,中流階級の間では 『ガヴァネス問題』の解決が課題 となっ
ていた。それは,ガ ヴァネスの供給過多,報 酬や労働条件 と地位の低下,






かったので,の ちにはガヴァネスのための学校 も作 られた。
このようなガヴァネスの窮状を救 うために4つの大 きな動 きが起こっ
た。① ガヴァネス互恵教会の設立(1843),②クィーンズ ・コレッジの






題 は女 性 の教 育 拡 大 と職 業選 択 の 自 由を 目指 す 運 動 に大 き く発 展 して
いった。 か くして,女 性 の経済 的 自立 を重視 した19世 紀 イギ リス ・フェ
ミニ ズムの文脈 に おいて は,「ガ ヴァネス問題」 は中流 階級女性 の職業 開
拓の必要性 の根拠 とな った。
19世紀 の半 ば まで,大 学 と女性 は相 い れ ない概 念 で あっ た。 「女性 の
高等教 育」 は 「女 ら しさ」 か らの逸 脱 を意味 して いた。 イギ リスの高 等
教育運 動 は,思 想 的 に も歴 史的 に も,ヴ ィク トリア時代 の フェ ミニ ズム
と深 く結 びつ いて い る。イ ギ リスで の最 初の 高等教 育 カ レッジは,1869
年 に設 立 さ れ1873年に ガ ー トン カ レ ッジ と命 名 され た カ レ ッジ と,
1871年に マー トンホ ール として設 立 され1880年にニ ュー ナム カ レ ッジ
と命名 され た カ レ ッジで あ る。両 カ レ ッジ とも,現 在 はケ ン ブ リッジ大
学のカ レッジ にな ってい る。
さて,ガ ヴ ァネス とい う職業 はロ レンスの小説 に も登場 して い る。第6
作 目の 『アル ヴ ァイ ナの堕落』(TheLostGirl)におけ る ミス ・フロス ト
(MissFrost)女史で あ る。彼女 は主人公 アルヴ ァイナ ・ハ フ トン(Alvina
Houghton)のガ ヴ ァネスで あ る。 一方,ア ル ヴ ァイ ナは一時期助産 婦の
仕事 に携 わって いた。また,シ ャーロッ ト・ブロンテ(Bronte,Charlotte)(28)
の 『ジ ェイ ン ・エ ア』(JaneEyre),コナ ン ・ドイル(SirDoyle,Arthur
Conan)(29)の『ブナ屋敷 の謎 』(`TheAdventureoftheCopperBeech')
の ミス ・ハ ンター(MissHunter)もガ ヴァネスで あ り,ヘ ン リー ・ジ ェ
イムズ(James,Henry)(30)の『ね じの回転』(勉rηoftheScrew)にも
ガヴ ァネ スが主 人公 として登場 してい る。些
1ロ レンスの生 い立 ち とフェ ミニズ ム との関わ り
まず,ロ レ ンスの生 い立 ちを見 てみ よ う。前 述 した よ うに,ロ レンス
は1885年に イ ギ リス の ノッテ ィンガ ムシ ャー(Nottinghamshire)の北
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とがあった。教養豊かな女性で,読 書を好んだ。 また万事に節制 を求め
る厳 しい性格であ り,自分の夫に対 しては,特 に官能的な面において厳
しい態度で接 した。飲酒に対 しても夫に対 して厳 しく接 した。一方 ロレ
ンスの父親アーサー(Arthur)は,読み書 きも不 自由な くらいの教養に
欠ける炭鉱夫であったが,酒 好 き,ダ ンス好きの官能的な生活をこよな
く愛する男性であった。7歳の ときから炭鉱に入っていた。大人になって
か らは採炭請負師 となって好景気の ときには週に5ポ ンドを妻に渡 した
が,上 役 との間がうま くいかな くなって週5シ リングに減って しまった
ので,夫 婦の家計は苦 しか った。母親 リディアの方が社会的に上の家庭




このように相対する性格の夫婦の息子 として生 まれたハーバー ト・ロ
レンスは,少 年時代 は母親の影響を濃 く受 け母親の期待する男性 になろ
うと努力 した。家が貧 しかったため,それは社会的に成功することであっ
た。小学校時代か ら優秀な生徒であった彼は,17歳のときにはイース ト
ウ ッドの小学校で教生 として働いてお り,18歳になる とイルキス トン
(11keston)(32)の教員養成所 に入 った。1906年,21歳になるとノッティ
ンガム ・ユニヴ ァーシティ ・カ レッジ(現 ノッテ ィンガム大学の前身)
へ進学 して教員免許状 を取得 し,ロ ン ドン郊外のクロイ ドン(Croydon)
小学校の教員になったが,病弱な体質であったため(重 い肺炎に罹った),
1911年末に退職 しなければならなかった。




九書 いた りすることが好 きな文学少年であ り,母親への愛情 は深かった。
しか し母親が彼に注 ぐ愛情の深 さに感謝をする一方で,思 春期 になると
彼はそれを疎まし く思い,ま た振 り切 りたいと奮闘 しなければな らない
状態に追い込まれた。 それは彼の恋愛に母親が干渉する程度がひ どかっ
たためである。『息子 と恋人』(SonsandLovers)では,母 親 と息子の主
人公であるポール(Pau1ロレンスがモデル)と ポールの恋人の ミリアム
(Miriam)の三角関係が詳細 に描写 されている。母親は息子 ロレンスを
「恋人」のように思っていたのである。 これは一面においては精神分析学
で言われるエディプス ・コンプレックス(33)の状態である(肉 体的に母親
を求めたわけではなかった)。ロレンスは,母 親の影響 もあって ミリアム
の モ デル とな った 女性 で あ る初 恋の人 ジェシー ・チ ェイ ンバ ーズ
(Chambers,Jessie)(34)と破局 を迎 えた後,自 分にふ さわ しい女性 を求
めて大勢の女性 と関係 を持った。




ア リス ・ダックス(Dax,Alice)と性的な関わ りを持 った後,ク ロイ ド
ン小学校の同僚の助教員アグネス ・ホウル ト(Holt,Agnes)とも交際 し
たが,1909年の クリスマスまでには2人の仲 は終わる。一方で別 の小学
校 に勤めていたヘ レン ・コーク(Corke,Helen)とも親 しく交際 した。
その後,1910年12月に別 の小 学校 の教員 で あった ルイ ・バ ローズ
(Burrows,Louisa)に求婚 したが(彼 女 とは18歳か ら交際 していた),
1912年2月には婚約 を解消 した。1910年12月9日に母親 リディアが亡
くなった。若いロレンスは母親が生 きていた間は性に関する表現 をいっ
さい禁じられていたのだが,母 親の死によってその影響か ら解放 され,
文学の才能が大 きく開花 していった。
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次 にロ レンス と女性参政 権運動(35)との関 わ りについて述 べ よう。 イギ
リスで は ガ ヴ ァネ ス 問題 が 生 じて,19世 紀末 か ら婦 人参 政 権運 動 が始
まった。 そ して1904年か ら1914年にか けて婦 人参 政権 運 動 は最 も活 発
になっ た。1918年に は部分 的 な婦人 参政権 が 認 め られ,1928年に完 全
な婦 人参政 権 が承認 され た。 ロ レンス の故郷 の あ る ノッテ ィ ンガ ム州は
婦 人参政権 運動 の拠 点 となっ ていた。 とい うの も大勢 の 男女 の労働者 が
ノ ッテ ィンガム市 に集 まって いたか らで あ る。 男性 は工 場労働者 で あ り,
女性 は レー ス工場 で,ま た家 庭 で レース に関 わ る仕 事 を した。 エ メ リー
ン ・パ ンクハ ース ト(Pankhurst,EmmelineGoulden(Emily))(36)に指
導 され て,ノ ッテ ィ ンガ ムで,女 性 の権 利拡大 集 会 が たび たび開催 され
た。彼 が交際 した ジ ェシー ・チ ェイ ンバー ズ,ル ウー イ ・バ ロー ズ,ア
リス ・ダ ックス は女 性 が 自立 す る こ とに関 心 を 抱 い て い た。特 に,サ
リー ・ホプキ ン(Hopkin,Sallie)とア リス ・ダ ックスは婦人参政 権論者
で あった。 また ロ レ ンスは,ロ ン ドン郊 外 の クロイ ドン小学校 で 教 えて
い た時 の1911年7月14日 に開催 され た女性 参政 権 運 動 の デモ行 進 を見
に来 る ように と,ル イーズ ・バ ローズ(Burrows,Louisa)に手紙 を送 っ
て い る。更 に,個 人 的 に ロレンスが付 き合 って い たわ けで は ないが,そ
の頃文通 して 自分 の著作 への意見 を求めていた ブ ランチ ・メイ ・ラス ト・
ジェニ ングズ(Jennings,BlancheMay)は社会 主 義 者 で あ り,婦 人参
政権獲得 運動 に取 り組 んでいた。彼女 は郵便 局 に勤 め,1941年リヴァプー
ル の リース通 りの郵 便局 長 にな り一 生独身 で あっ た。 ロ レ ンス は彼 女 に
宛 てた手 紙 にお いて,自 分 は人生 に対 して も男性 に対 して も,受 け身 的
な女性 よ りも積極 的 な女性の方 に魅力 を感 じて い る と書 いて い る(37)。ロ
レンスは,編 集 者エ ドワー ド ・ガーネ ッ ト(Garnet,Edward)(38)宛の手
紙 の中で,『虹』 のテー マについて 「女が個 人にな り,自 己に責任 を持 ち,
女性 と してのイ ニシ ャチ ブを取 り始 め るこ と」(39)であ る と言 ってい る こ




持っていた。 しか し当時の社会全体においては,男 性は積極的 ・行動的
な女性 よ りも受け身的な女性を好んでいた。 ロレンスはそうい う社会の







した後,ノ ッテ ィンガム ・ユニヴァーシテイ ・カレッジの恩師であった
ウィー クリー教授(ProfessorWeekly,Ernest)(40)の家へ今後の就職の
ことで相談に行 った ときに,教 授の妻であった3人の子持ち(一 男二女)
の フリーダ(Lawrence,Frieda)(41)とい う女性 と知 り合い,2人は熱烈
に愛 し合 うようになったのである。フ リーダは ドイツ人貴族(フ ォン ・
リヒトホーヘン男爵)の 娘であ り,1912年5月には2人は ドイツへ駆け
落ちをしたのである。この ときロレンスは26歳であ り,フ リーダは彼よ
りも6歳年上 で あ った。世間 の非難 を浴 びなが らも2人は愛 を貫 き,
1914年7月に結婚す る。 しか し最初は熱 い関係であった ロレンス とプ
リーダも,フ リーダが捨ててきた子供 に執着 して ロレンスを苦 しめた り
互いに不倫 をす ることがあ り,よ く喧嘩を した と言われる。 しか しロレ
ンスは死ぬまで離婚することはな く死ぬまで フリーダを最愛の女性 とし
て敬った。八
九
II「 白い 」 女性
母親が清教徒 であって,父 親を抑圧 していた様子を幼い頃か ら見てい
たロレンスは,大 人になってからは小 さい頃は嫌っていた父親の長所 を
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知 る こ とにな る。 それ は 自分 が女性 に よって苦 しめ られ るようにな った
ためで あ る。
当 時の イ ギ リス社会 で は,キ リス ト教 会 は教 育 の仕事 も引 き受 けて い
た。 キ リス ト教会 が 日曜学校 で子供 た ち にキ リス ト教 の教義 と思想 を教
えたの で ある。 イース トウ ッ ドの教会 で,ロ レンス は非 国教会会衆派(ま
た は組 合 派)(Congregationalism)(42)教会 で教 え を受 けた。 ロ レンスに
とっ ては,キ リス ト教 の教 え は反 発 を覚 え る もので あ った。一 つ に は,
それが性 的 に人間 を枠 には め るもの であ った し,ま た一 つ にはキ リス ト
教 が人 間至上 主義 で 自然 界 を征 服す る こ とを目的 に した結果,行 き過 ぎ
て しまった と考 えたた めで あ る。つ ま り,機 械 文 明信 奉の結 果,人 間性
が 歪 め られ た と思 った ため であ る。 キ リス ト教 で は人 間の 肉体 よ りも精
神性 に重点 が置 かれて い るが,こ れが 人間 を不 幸 に して い ると彼 は考 え
たので ある。
そ して母 親 を原 点 として,ロ レンス には まず 女性 こそが キ リス ト教 の
精 神 を男性 に押 し付 け る存在 と して考 え られ たの で あ る。 この よ うな女
性 を彼 は 「白い」 女性 と して,特 に初 期 の小説 で 描 いて い る(『白孔雀』
(7'heWhitePeacock)のレテ ィ(Lettie)とク リス タベル(Crystabel),
『不 倫』(TheThespasser)のヘ レナ(Helena),『息子 と恋人』の ガー ト
ルー ド(Girtrude)とミリアム(Miriam),『恋 す る女た ち』(Womenin
Love)のグ ッ ドル ー ン(Gudrun)とハー マイオニ ー(Hermionie),『ア
ル ヴァイナの堕落』(TheLostGirl)のミス ・フロス ト(MissFrost),『羽
鱗 の蛇』(ThePlumedSerpent)のカルロー タ(Carlota)等〉。キ リス ト
教 は性 を抑 圧 す る傾 向が強 く,女 性 が性 を罪悪 視 す るた め に,性 交 にお














いメ トロノームでで もあるかのように,断 固 として,リ ズムに合わ
せて体 を揺 らして音楽を無理矢理作っていたので,ウ ェス トの位置
の高い白い服が揺れた。その姿を見る と若者は眉 をしかめた。 しか
し彼は眺め続 けた。彼女は力強い丈夫な肉体 を持 っていた。真っ白




上述の引用 に見 られ るように,ヘ レナは 「白い服」を着ており,「まっ白
な首」を持 ってい ると書かれているように,外 観が 白 く描かれている。
ロレンスは精神性が強 くて性を罪悪視する女性たちをこの ように外観が




神 と肉体の均衡 を求めたのであるが,初 期の作品ではキリス ト教を信奉
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グッドルーンはす ぐに彼 に目を留めた。彼 には彼女を魅了す る北方
的なものが備わっていたのだ。彼の透明な白い肌 と金髪には,氷 の
結晶を通って屈折 した冷たい太陽光線の ようなきらめきがあった。
彼は北極 に生 きるもののようで,新 しく,手 を付 けられていず,純
粋に見 えた。
ジェラル ドも,また,「白い肌 と金髪」を持ち,北 方的であることが強調
されている。彼は,ク リフォー ドと同様 に機械文明の王者 として描かれ
るが,最 終的には滅びる運命であ り,強 い精神性 と合理性が特質である
人間が作者によって批判 されている。
皿 「黒 い 」男 性
さて,白 い女性 に苦 しめ られる男性の中で,彼 女の影響 を逃れ,女 性
を本来の姿に戻 そうと,あ るいは導 こうとして活躍す るのがロレンスの
作品のヒーローたちであり,彼らは 「黒い」男性 として登場 している。『処












イベ ッ トの心臓 は飛 び上がった。幌馬車に乗 っていた男性 はジプ
シーで,だ ぶっ とした服を着てお り,色 が黒 くてハ ンサムなタイプ
であった。彼は,幌馬車の座席に腰かけて,頭を回 して自動車に乗っ
ている者たちを帽子の縁の下から凝視 していた。彼は くつろいだ格
好であ り,そ の視線 は,自 分 とは住む世界が違 う者たちだな,と い
う意味 を示 していて傲慢であった。彼 はほっそ りした真っ直 ぐな鼻




上述のジプシーは,色 が黒いのであるが,外 観が黒 く更にその黒さは彼
の内面が既成の価値観 とは異質であることを示すために用 いられている。
それゆえに,彼 は 「自分たちとは住む世界が違 う者たち」 とイヴェット
たちを見つめているし,自分に自信をもっているので傲慢な態度を見せ
ている。
この黒 さは,ロ レンスの父親が炭鉱夫 として坑内で真っ黒になって働
く姿が原点になっていると思われ る。また,ロ レンスは夜の闇に魅かれ
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たりするのである(『不倫』のシーグマン ド(Siegmund))。
ロレンスの闇への傾倒は,第3作 目の長編小説 である 『息子 と恋人』
から顕著になってきて,闇 は 『虹』(TheRainbow),『恋する女たち』以
降 彼の独自の思想を示すキーワー ドになってい る。「闇」は,キ リス ト
教では 「光」に対立す るもので,キ リス ト教では 「混沌」,「死」,「悪」,「不
幸」等のマイナスの意味を持っている。「闇」は悪なるものとして 「光」
によって征服 され るべ きものであると考えられて いる。 ヨーロッパの文
明国は,未知の大陸の 「闇」を征服 しようとす る帝国主義の下に,「正義」,
「博愛」,「進歩」,「教化」等の大義名分を抱いてそ こへ侵略 していったの
であるが(文学作品に表れた例 『闇の奥』(HeartofDarkness)),実際は,
植民地 として原住民を搾取 したのである。 ロレンスはその作品において
「闇」の善性を唱えた作家であ り,こ の点が彼の大 きな特質なのである。
「光」の上位か ら 「闇」の上位へ という価値観の転換を求めたのである。
性愛に関 しては,19世紀のみならずキリス ト教では中世から現代にい
たるまで,女 性が性的 に積極的であることを女性のマイナスの要素であ
ると教 えてきた。そして19世紀のイギ リスは特に偽善的な社会であ り,
中 ・上流階級の女性はセ ックスにおいては 「自ら欲望 しない」ことが美
徳であ ると教えられてお り,日常生活では,彼 女 たちは 「家庭の天使」
であることを求められた。
ロレンスの母親だけでな く,キ リス ト教に熱心 な女性たちは性を嫌悪
していたのである。ロレンスはこのように清教徒の母親に手厚 く育て ら
れたので,彼 女の影響 は計 り知れないものがあった。 しか し母親もロレ
ンスの恋人であったジェシー もセックスを嫌悪す る一方で彼への所有欲
が強 く,彼 を誰にも渡 した くないという思いと自分の思 うように支配 し
たいと気持 ちが強かったのである。 このような支配欲の強い女性 をロレ
ンスは 「マグナ ・メイタ」(46)と呼んだ。




?したのであるが,一 方で彼 にとって女性は何 よりも必要な存在であった。
彼が求めた女性像 は 『恋する女たち』のアーシュラ(Ursula)や『アルヴァ
イナの堕落』のアルヴ ァイナや 『チャタレー卿夫人の恋人』の コニー
(Connie)などで ある。 しか し彼女たちは最初は男性 にとって望 ましい
存在 として登場 していない。彼女たちを男性 にとって望ましい存在にす
るために,「闇」の善なる性質 を備えた男性 たち,つ まり 「黒い」男性が
登場する。
「黒い」男たちは,「闇」を統括する 「黒い神」の擬人化 と言える。 「黒
い」男たちの特徴 は,① 下層階級の出身であ る,② 異教神話に登場す る
妖精の男に似た風貌を備えていた り,③社会に とっての 「異端者」である。
そして 「黒い」イメージを帯 びている。『チャタレー卿夫人の恋人』の主









いる女性 と新 たな関係を築いていく努力をする。 アーシュラも最初はマ
グナ ・メイタ と呼ばれ る支配欲が強い女性であったが,バ ーキンは彼女
の女性 らしい本質を見ぬいて 「星の均衡」 という思想を説 くうちに,彼












「君がそれを望むな ら。 この善なる闇夜 にどこかへ行 くなんて残
念だ。全 く,この夜か ら出て しまうのは残念。この善なる夜の中に
留 まっていられないのは残念だ。 これ以上に良いところが あるもの
か このナマで触れ られる以上の良いものが。」
主人公の一人であ りロレンスの代弁者 と考えられ るバーキンは異教徒の
エジプ トのファラオにた とえ られてお り,彼は闇 を善なるもの として捉
え,闇 をキリス ト教の白い光に対抗するもの として提示 している。『恋す
る女たち』の この場面 より以前に,バ ーキンは 「星の均衡」 という男女







人は自らを他者 とのある結合関係にゆだねな ければならない 永
遠に。 しか しそれは自我を失 うということで はない それは自身
を神秘的で完壁 な形で維持することなんだ 星が他の一つの星 と
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八均衡 を保 って い るよ うに。
「星の均衡」とは,男性 は純粋な男の極 となり,女性は純粋な女の極 となっ
て対置 され,均 衡 を保つ とい う思想である。このとき男性 も女性 も没我
的(impersonal)かっただ一つの個(individuality)を得てお り,相 手
を支配 した り服従 した りすることのない自由な立場を得る。"impersonal
you"と"impersonalme"は単一であることにより自発性を確立できる
存在である。単一性 とは 「シングルネス」であり自意識 古い観念の放
棄を意味する。その とき義務 はな くな り自発性に従 って人は行動するの
である。 またロレンスは 「共 にある自由」や 「愛す る2人は合一す るこ
とはない,2人は2人のまま」 とも述べている。
「黒い」男性たちは性愛 を重視するが,そ れは男性側が一方的に快楽
を覚える関係ではな くて,快 楽を知 らない女性にセックスの喜 びを教え
るという,女性 に 「や さしい」(tender)男性像 なのである。 この よう
な登場人物 を男性の主人公 とし,彼 らに,美 貌で社会的地位が高い女性
たちを彼女たちの夫たちから奪わせた り,その社会的環境か ら救い出さ
せ た りす ることで,ロ レンスはヨーロッパの既成の価値観に対抗 したの
である。彼が対抗 したのは,と りもなおさずキ リス ト教価値観 を持った
中 ・上流社会であった。 ここにロレンスの階級 に対する反抗が表れてい
る。
一番顕著な例が 『チャタレー卿夫人の恋人』である。准男爵夫人(47)の
20代のコニーは,夫 のクリフォー ド(30歳前後)が 戦争によって受 けた
怪我で下半身が麻痺 し性的不能状態になって しまった影響で,肉 体的苦
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ことがあったが,身 分が低い男であり下層階級に属 している(38,9歳)。
准男爵(Baronet,法的には貴族ではないが地主の最上位に位置する位な
ので,実 質的には貴族 と考えて もよい)の 令夫人が夫の雇われ人であり
労働者であるメラーズに魅かれて森でセックスを繰 り返 し,彼女 は妊娠
して最後 にはメラーズ との関係が夫にばれて しまうが,離 婚を拒否する
夫に逆 らって,彼 女はメラーズを選んで ラグビー邸 を出 る。コニーを理
想の性愛に導 くメラーズは,常 に黒っぽい服装 を していて毛髪 も黒 く,
しか し教養があ る男性 というタイプである。つま り黒 い男性である。彼
は異教の神であるパ ン神(48)を信仰 しているのであ る。二人の性交場面
は,ま た,「闇」 と関連付 けられている。
このように,身 分が高い女性を身分が低い男性が奪 うとい う内容 は,
メラーズ とコニーのセックス場面の描写に対 して中 ・上流階級からの反
発も原因 となって,イ ギ リスでも裁判 となって,1928年の出版当時は削
除版 しか出されていなかった。セックス描写が反発 を買ったのは,表現
に四文字語(fuck,cunt,piss,shit)が出ているためばか りではな くて,






さて時間を遡 って,1919年ll月にロレンス と妻の フリーダはイギリ
スを去 って,そ の後二度 と再び彼は祖国に永住することはなかった(一
時的には戻った ことがある)。第一次大戦 という悪夢 は,並 はずれて感受
性が強かったロレンスに想像 を絶する過酷な影響 を及 ぼ したのである。
身体が弱 くて兵役を免除された彼であったが,ド イツ人の妻を嬰ってい





を受け,死 の恐怖 を味わい,徴 兵検査においてはこれ以上ないほ どの屈
辱を受 けた。 このことは 『カンガルー』に詳細 に描かれている。 この と
きの忌 まわ しい思いがイギ リス というキ リス ト教民主主義の国に対 して,
彼に憎悪 と嫌悪を抱かせて,祖 国が標榜する博愛,平 等,自 由等の理想
がいかに嘘 と偽 りに満 ちているかを思い知ったのである。
か くしてロレンスは,当 時のキリス ト教会 と戦い続 けて きたのであ り,
彼 の 「闇」及 び 「黒い神」はその思想を表す中心的な用語なので ある。
また,ロ レンスは男 と女の対立を描いているが,彼 は両者の調和 と均衡
を望んでいるのであ り,「白い」世界から 「黒い」世界への移行をテーマ
として書いた後では,『死んだ男』に見られ るように,両 者つまりキ リス
ト教 と異教 を調和 させ ようと願っていたのである。
?
?
ロ レンス のユ ニークなフェ ミニズ ム:ま とめ として
1970年代になって文学においてフェ ミニズム批評が盛んになった。ロ
レンスの作品 も,フ ェミニズム批評の対象にな り,痛烈なバ ッシングを
受 けてきた。なぜな ら,彼の男女観にはセ ックスの問題が関わっている
のだが,最 後の長編小説である 『チャタレー卿夫人の恋人』における主
人公メラーズ とコニーのセ ックスの場面で,女 性が男性 に従属 している
ので女性 を侮蔑 しているという意見が,フ ェミニズム批評を唱道する女
性たちか ら湧 き上ったからである。
しか し筆者は 『チャタレー卿夫人の恋人』 には,女 性の真のあ り方が
描かれているという点で,女 性蔑視や男性優位 とい う思想 とは異なった
思想が表れてい ると捉えて,こ の小説を支持 している。つ まり,メ ラー
ズがコニーに示 す優 しさの思想は,本 当に女性 を理解 している男性 ゆえ




ロレンス と言 えば,機 械文明 を嫌悪 した人間 として有名である。彼は
人間の本能や無意識 を重視 し強調 した作家 と言え る。この主題は,作 品
に植物や動物がおびただ しく登場 し,そ れ らと人間 とのかかわ りが描か
れてい ることか らうかがえる。例 を引用 してみ よう。次はコニーが メ




彼女は森の ようなものだった,無 数のつぼみを開いてゆ くとき耳に
聞 こえなくハ ミングを口ず さむ暗 く繁った樫の木のようであった。












これは,彼 女が本当に認知 した唯一の意識の状態であった。 より高
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度な美 と事物の調和の中へ溶け出 して言っているという感覚が。そ
のとき彼女 は現実に天上にいる大 きな星たちの音 を聞 くことができ
たのだが,彼 らを ドアの隙間か ら見ることがで き,彼 らは動 きや輝
きによって彼 女に語 りかけ,完 壁なさざ波を立てて歩み,完 壁に宇
宙に向かって何かを言っていた。天上の花につけられて鐘のように
互いを通 り過 ぎながら,そ して終わ りのない踊 りを踊って,間 には
闇の広が りを置いて,集 合 していた。
?
?
上の引用では,女 性 と星々や宇宙 との交感が鮮明 に描かれている。 この
ような宇宙 とのつなが りこそ,ロ レンスが 「『チャタレー卿夫人の恋人』
について」において解説 している内容である。
精神性は理知 と関係 し,更 に科学文明や機械文明へ とつながってゆ く。
この文明の基にあるのがキリス ト教の思想である。 ロレンスはキリス ト
教 を激 しくバ ッシングした。 それは機械文明の発達が,今 日の我々の生
きている状況を見れば一目瞭然の ように,弊害をもたらしたか らである。
人間と自然の分裂が人間を不幸にして しまった。それゆえに彼は「闇」(人
間の動物性,無 意識)の 重要性 を唱えたのである。「闇」はロレンス独自
の 「セ ックス」の主題 と結 びついて,彼 の思想の根幹 をな している。そ
して彼は,「光」の行 き過 ぎが現代社会に弊害をもた らしているため,「闇」
を復権 させようと考えた。女性原理である 「光」 と男性原理である 「闇」
の均衡が,ロ レンスの求めるフェミニズムの思想である。
以上に述べて きたように,ロ レンスの主題 の新 しさは,彼 が生 きてい
た時代以上に21世紀の今,重 要になっている。彼は世界的に重要な作家
として,詩 人 として,批 評家 として今後 も永久に読み継がれてい くであ
ろう。
*本論文は,2012年12月8日に開催 された講演,「シ リーズ 文学に描かれた
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人間 と愛D.H.ロ レンスの闇の思想 と男女観」(一般社団法人 大学女性協
会愛知支部主催)を 修正 したものである。
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異性の親に対 して子供が抱 く近親相姦の幻想をいう。S.フロイ トによれば,
3～5歳 にか けてこの段階を通過す る。女性のエディプス ・コンプレック
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